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2，3の熱水性鉱賑に産する閃亜鉛鉱の性擁犬について
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Pr⑳er重ies　of　S拶halerite　in　Some　Hydrothermal　Ve茸ns

by

Satoru　Umemoto

　　　Zinc－lead　deposits　at　Funauch三，Daira　and　Oizumi　mines　are　of　ep1thermal丘ssure。

filling　veins　contaln圭ng　recoverable　amounts　o｛chalcopyrite　and　pyrite，all　of　which　occur

in　the　Tertiary　volcanics　widely　distributed　over　the　inner　zone　of　northeas乞ern　Japan．

Ore　deposits　at　the　former　two　mines　consist　of　ramified　veins3ssociated　wlth　a　small

am6unt　o£gangue　materials，whlle　the　latter　normarquartz・vein　showing　ballded　texture．

丁血e　writer　in▽estigated　the　characteristics　of　sphalerite　and　its　paragenetic　r¢垂ations　to

ot五er　sulphide』minerals　in　tbe　course　of　the‡extural　stu（iies　of　zinc　ores　in　vein　type　of

hydrothermal　deposit．

　　　Judging　from　optical　properties，sphalerite　of　the　Daira　ore　is　relatively　more　mar．

matit1c／that　of　the　Oi2umi　is　almost　similar　bu乞slightly　less　in　iron　content・and　that

of　the盆unauchi　in　almost　pure．MGst　o至the　studied　sphalerites　show　the　zonal　structure，

probably　due　to　rythmical　precipitation　of　iron　materiaL　Polysynthetlc　lameIlar　twin　is

observed　in　some　of　them．　In　the　Daira　ore，　emulsion噂like　drops　of　chalcopyrite　in

sphaleriteareprevalent，intheOizumilessfrequent，andintheFuna尊ch三t・tally

neglegible．‘ltmaybeinferred，tぬe士ef・re，thatthereliess・meparallelisminam・unt

between　iron　content　and　chalcopyrite　drops　in　sphalerite．

　　　Existence　of　cryptocrystalline　particles　of　hematite　intermingled　with　sphalerite

forming　tbe　central　zone　in　banding，and　veinlets　of　rhodochrosite　cutting．zinc．copper－

quart2veins，areapeCul三arphe血・menaintheOizumidep・sit・．

／i

1．緒　　言

　舟打，太良および大泉鉱山はいずれも東北日本内帯の

第三紀火山岩類中に胚胎する亜錯一錯一銅浅熱水性裂薩充

填鉱床で，浜地技官によつて調査された大土森および池

月鉱山と並んで，同地帯における亜錯を主とする脈状鉱

床の鉱石組織に関する研究の一部として研究したもので

ある。筆者が取上げた上記3鉱山はこの種の鉱床のうち

で代表的なものであり，相当程度開発が進んでいるので

試料採取には好都合であつた。これら各鉱山の位置およ

びそこに至る最も普通な経路は次に記す通りであるg

　舟打鉱山は青森県中津軽郡相馬村（5万分の1地形図：

＊北海道支所

弘前）にあつて，奥羽本線弘前駅南西方約14kmの相

馬部落まではバスがあり，これより山越え徒歩約5km

’で達する。

　太良鉱山は秋田県山本郡藤琴村太良（5万分の1地形

図：太良鉱山）にあつて奥羽本線ニツ井駅北方約28km，

林用ガソリy軌道の便がある。

　大泉鉱山は山形県東田川郡大泉村大鳥（5万分の1地

形図：勝木および大鳥池）にあつて，羽越本線鶴岡駅南

方約28kmの上田沢まではバスがあり，それよりさら

に南方8kmの寿岡までは小型トラヅクを通じ，さらに

採鉱現場まで11kmは徒歩によるほかない。

　試料採取は各鉱山について現在稼行の中心となつてい

る鉱床，すなわち舟打は藍内鉱床，太良は十四号鍾，大
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泉は三百六十五米鑓について主として行つた。

2．地質・鉱床の概要

2．1遜打鉱山
鉱区南部に頁岩・粘板岩よりなる古生層が発達し，鉱

床周辺ばこれを覆う第三紀中新世といわれる砂質凝灰

岩緑色凝灰岩互層と，さらにこれを貫ぬく安山岩岩脈よ

りなる。鉱床は作沢川をレ挾んで西に本坑鉱床，さらに藍

内鉱床があつて，いずれも浅熱水性裂罐充填鉱床である。

本坑鉱床は延長約500mで，東部では走向EW，傾斜

70＾）80。S，西部では走向N40・》60QE，傾斜80QNを示

す。西端は走向：N40QEの断層で切られる。3番坑地並

から下部へ7番坑まで垂直に約120m開発されており
　　　　　　　　　　　　　　　　　　ンすでにほとんど採掘済で，かつ両盤に粘土を多く伴なう

ため切替坑道が多く，鑓押の部分も大部分留付けられ，

現在採掘中の7番坑中段の一部を除いては鉱床の状態は

見られない。現在採掘中のあたり嫡脈幅約50cmで，

黒色の閃亜錯鉱よりなり。鉄分の含有を思わせる。藍内

通洞坑口は作沢川を挟んで本坑坑口と相対し，南東方へ

約400m鑛入れて三号鑓に当つている。途中に一号鍾，

二号鑓の並行脈があるが，脈勢振わず窪かに鑓押したの

みで中止している。三号鑛は延長約400m，走向N50

’》60QE，傾斜650N，鉱体の落し400Eを示し・，上下に

約120m開発されているが
地並以上はほとんど採掘済で　　120　　　　　　、．“5

・鉱区内は第三紀安山岩・同質凝灰岩，およびこれらの

変朽安山岩化したものからなり，これを貫ぬいて石英粗

面岩および同質岩脈が見られる。鉱床は変朽安山岩中の

裂罐充填鉱床で，大別して東西方向のものと南北方向の

ものとがあつて，かつて稼行された大滝鑓・大銅鑓，大床

第一・第二鉱体，および現に稼行中の三百六十五米鑓・三

百十四米鑓などは皆前者に属する。大床第一鉱床の東端

から三百六十五米鑓の西端までの延長は2kmを超え，

この間連綿として続き一個の断層も見ない・後者に属す　　　、．

るものとしては三百六十五米鑓の西の末端近くにある新

盛鑓，西ノ俣鑓などがあるが，現在全く稼行されていな

い。現在稼行Q中心である三百六十五米鍾は既開発部分

の延長約500m，上下約100m，走向ほマEW，傾斜70

《く800S，一脈幅は30cmな：》・しL5mであるQ

3．鉱　　石

3．1　肉眼的構造

舟打と太良はともに閃亜錯鉱・方錯鉱・黄銅鉱および

黄鉄鉱からなり，おのおのの鉱物粒は粗大な塊状をなし

て集合し，結晶面も比較的明瞭である。両鉱山とも鉱脈

は網状に分岐する部分が多く，舟打鉱山藍内鉱床下2番

坑西押100ン》120mの部分における鉱脈の分岐状況は第

1図に示す通りである。また脈石をほとんど全く欠き，

110 105 ，oσ

ある。

2．2太罠鉱山
鉱区内は大部分第三紀凝灰

岩類よりなり，　これを貫ぬく

石英粗面岩および安山岩が鉱

区の東部に見られる。鉱床は凝灰岩中に発達する裂罐充

填および断層性の鉱脈で，かつて稼行されたものを含め

て20余条あつて，いずれも一般走向琶W，傾斜はNまた

はSに70。以上を示す・現在稼行中の十四号鑛は鉱床

群の北端近くにあつて，走向N800W，傾斜80QSを示

す裂罐充墳鉱床である。その東西両端は断層で切られる

が1断層の走向・傾斜は東部断層では：N500E，75QE，西

部断層ではN400W，50。W’で，鉱脈はそのため上つぼ

まりの形となつており，鉱床の下部では既知延長約200

血を有するのに対し，上部では断層間の延長は塵かで

ある。上下には約250mほど開発されている。なお従

来は両断層とも鉱床生成前のものと考えられていたが，

最近東部断層の東側に断層鑓先が発見され，少なくとも

東部断層は鉱床生成後のものと判朗した。なお鉱脈の下

部は頁岩中まで延びている。

　2．3大泉鉱山

W E
第1図　舟打鉱山藍内鉱床1ぐ2番坑西押100～120m鉱脈図（鉱山鮒提供）

所により少量の石英ないし方解石を伴なうに過ぎない。

た黛し舟打は粘土化作用が著しいが太良はほとんど全く

母岩の変質が見られないという差異がある。

舟打鉱山藍内鉱床ほ上部に方鉛鉱を主とする部分があ

り，中央部は閃亜錯鉱を主とし，下部は黄銅鉱に富み，

錯一亜錯一銅の晶出帯が比較的明瞭に見られる。これに

反して太良十四号鑛は，殊に下部に行くとこの晶出帯の

配列が不明瞭となるo

　大泉は前2者に反して石英脈であり，通常明らかな縞

状構造を示す・主体をなす閃亜鉛鉱は細粒緻密で，脈の

両盤に対して対称的に帯状をなすものが最も多いが，ま

た石英中に斑点状ないし鉱染状に来るもの，または脈め

中央部に赤鉄鉱と密雑してある幅を持つた1つの帯を形

成するものがある。か』る部分は赤灰色を呈し，通常両

側は石英の帯に接している。方錯鉱は全般的にごく少量

である。大切坑～上1坑の間は黄銅鉱に乏しいが，上2
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坑～上3坑のあたりでは西部が一般に含銅晶位が高い。

なおこのほか，石英脈より晩期と，思われる菱マンガン鉱

脈が石英脈と絡んでいる。幅は逓常2～3Cmに過ぎな

いが，部分によつては著しく増大している所も 見られ

る。第2図は大泉鉱山三百六十五米鑓上1坑東146m

参地点での鉱脈の帯状構造を示す模式図ならびに上盤側

め菱マyガン鉱を伴なう部分の鉱石組織を示す。菱マン

ガソ鉱細脈がすべての構造を切つており，最も晩期であ

ることを示す巴例である。第3図は同じく上1坑西280
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第3図a沃泉鉱山365m樋上1坑西280m箒状構造模式図
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第2図a。大泉鉱山365m鑓上1坊東146m帯状構造模式図
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第2図b．2図a円内の部分の鉱石謹織

第3図b　3図a円内の部分の鉱石組織

mの地点での鉱脈の帯状構造を示す模式図，ならびに下

盤側の菱マyガン鉱を伴なう部分の鉱石組織を示す。こ

玉では菱マソガy鉱がコロイド状組織をなして著しく発

達し。ている。

　肉眼的色調から見ると，閃亜錯鉱中の鉄の含有量は太

良のものが最も多く，大泉がこれに次ぎ，舟打はほとん，

ーど全く鉄を含まないいわゆるべつこう亜錯である。なお

太良は，鉱山側のいうところによれば，閃亜錯鉱中の鉄

含有量が7～8％に達するとのことである。’

　薄片で見ると，舟打のもののうち特に純粋なぺつこう

亜錯を除いては，ほとんどすべての試料は鉄に富む部分

とこれに乏しい部分とが，肉眼的規模で皮殻状に累帯構

造をなしているのが認められる。中には径2《ゾ3mmの

鉄に富む中心部が数個球顧状に集合し，こ玉から周囲へ

鉄が拡散したような組織を示す試料も2・3ある・脈石を

伴なうもののうちには，明らかに累帯構造の生成後に脈

石が交代したと思われるものがあり顛，第4図（太良鉱山

十四号鑓上5中仮中東部断層鑓先での試料）はその一例

で，方解石が閃亜錯鉱の累帯構造を切つている・

　なお，鉱床の平均品位を示唆する資料としで，鉱山側

で見積つた埋蔵量についての品位を参考までに掲げると
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2鴇

鉱

x2
第4、図　太艮鉱山14号樋上5中暇中東部断層樋先

舟打
太良
大泉

Zn（％）1

．6，0

5．7

5．4

Pb（％）1

2．0

2．6

0．7

Cu（％）

表の通りである。

3．2　顯微鏡的組織

3．2．1

0。3

0．7

1．1

（藍内）

（十四号鑓） 0 1職

　　　閃亜錯鉱の集合組織および双晶

鏡下で一塊として見える閃亜錯鉱が果して一様な方向

性を持つ単結晶であるか，あるいは方向性の異なるも

のの集合体であるかを検するために，過マンガン・酸カリ

飽和溶液と濃硫酸とを1：1の割で混合した試薬を用い

て，幾つかの試料について構造腐蝕を行つたところ，大

多数のものが集合体ないしは双晶をなしていることがわ

かつた。第5図（舟打鉱山藍内鉱床地並中段西60m）は

方位の異なる結晶個体が参差状に組合わさつた接合線が

第6図　舟打鉱虫本坑鉱床7番坑中段

現われた所であり，第6図（舟打鉱山本坑鉱床7番坑中

段）は双晶面および壁開面が現われた部分と思われる。

典型的な聚片双晶の一例として，大泉鉱山三百六十五米

鑓上1坑西400mでの試料についてのものを第7図に

示す。なお双晶形成後，双晶面を横断する方向に起つた

わずかな滑りによつて階段状にずれており．さらにその

後の黄銅鉱の交代が見られる。

　一般に舟打は参差状集合体および比較的粗大な双晶を

示すものが多く，大泉は聚片双晶を示すものが多いよう

Zπ1

Cp

霧 Zm

Zη2

娩

zπ1

／

Z川

G
Zn1

　働4
Z川

0 1mm 0 σ2mm

第5図　舟打鉱山藍内鉱床地並中段西60m

第7図　大皐鉱山365m鑓上1坑西200m
Zn1，Z動聚片双晶のため反射輝度が異る
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に見受けられた。太良には顕著な腐蝕繰を示すものがほ

とんどなかつた。た讐しこれは飽くまで1つの傾向に過

ぎず，同一鉱山産の，肉眼的外観ないしは顕微鏡的組織

が非常に類似した試料についても構造腐蝕に対する反応

が異なる場合もあり，鉱山別あるいは鉄含有量の多少に

よる双晶形成のあり方を一般的に規定する材料はない。

　3．2．2　おもな随伴鉱物の組織

　閃亜錯鉱一方錯鉱一黄銅鉱の関係についてみると，3

者相互境界を示すものもあるが，閃亜錯鉱中にある方錯

鉱は多く自形を示し，黄銅鉱は多く自形を示さず，粗

粒，糸状，ないし懸滴状をなして分散する。

　黄鉄鉱はほとんどすべての場合自形を呈し，また往々

異方性を示すものが見られる。

　石英は閃亜錯鉱中の裂鐸を充翼するものもあるが，ま

た第8図（太良鉱山十四号鑓上4中仮中西2井）に示す

匙　6

も

o

覧　　智

　辱

飢

2η

偽

⑭
　　　　辱　　　　二　　　　　戸

0 i鰍

鶯

勲

0，5禰m

第9図太良鉱山14号樋上3中西5井

　拡散細粒状のものは舟打鉱山藍内鉱床下1坑西10m

のもの（第1q図）に示されるように，閃亜錯鉱中に晶出

しわ黄銅鉱め周辺部に微細な粒子が分散したもので，ま

た前述の糸状に入つた黄銅鉱から両側の閃亜鉛鉱中に同

様の拡散が見られるものもある。

o Zη

‘　　　り

¢

第8図　1太良鉱山14号樋上4中假中西2井

ように，閃亜錯鉱より早期に晶出したと思われる自形を

呈するものもあるo

　なお大泉鉱由における閃亜錯鉱と密雑す』る赤鉄鉱の賦

在状態は特徴的である。

　3．2．3　閃亜鉛鉱中の黄銅鉱

　閃亜錯鉱中には糸状，拡散細粒状，および懸滴状など

種々な形で黄銅鉱が入つている。』

　糸状のものは幅◎．05mmないし0．2mm程度を示

し，比較的連続性を持つ。ほ黛直線状に延長するものが

多いが，屈曲しているものもある。これは閃亜錯鉱中の

裂擁に沿つて黄銅鉱が入つたものと考えられる。太良鉱

山十四号鍾上3中西5井での試料（第9図）はその一例で

ある。

糖　　　　り　噛

0 0，1鵬醗

第10図　舟打鉱山藍体鉱床下1坑西10m

　懸滴状細粒の現出頻度は，太良のものが最も高くほと

んどすべての試料に見られ，大泉がこれに次ぎ，舟打に

は油浸系で辛うじて認められる程度のごく微細な粒子を

含むものもあるが，全く見られないものが多い。すなわ

ち閃亜錯鉱中の鉄含有量が多いものほど懸滴状黄銅鉢を
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第11図　太良鉱山14号樋上4中西4井

　多く含むという傾向がある。これを含有する試料につい

　てみると1賦存状態は一般に非常に不均一で，局部的に

　密集しているところがあるσまた粗粒の黄銅鉱が晶出し

　ている附近の閃亜錯鉱中に懸滴が多い。さらに太良のも

　ののうちの幾つかには破線状に断続した黄銅鉱が閃亜錯

　鉱を石垣状に限つて走る部分が見られ，それらに囲まれ

　た部分の中には通常懸滴状の黄銅鉱が胚胎する。これに

　対して構造腐蝕を行つたところ，破線状黄銅鉱に囲まれ

　たおのおのの部分が腫々異なつた程度に侵されることが

　わかつた・すなわち，この黄銅鉱は方位の異なつた閃亜

　錯鉱集合体の結晶粒間に侵入して交代したものでありそ

　れらの中に見られる懸滴はおそらく離溶産物であろうと

　考えられる。その一例として太良鉱山十四号鑓上4中西

　4井のものについての顕微鏡組織を第11図に示した。

　　3．2．4　大泉鉱山における赤鉄鉱の賦存朕態

　　前に述べたように，大泉鉱山では所によつてしばしば

　鉱脈の中央部に閃亜錯鉱と赤鉄鉱とが密雑する細粒緻密

　な帯が形成されている。かXる部分におげる赤鉄鉱の入

　り方を示す例として第12図および13図を掲げる。この

　両図とも上2坑西42mの地点の試料の研磨面について

　のものである。第12図は赤鉄鉱が板状結晶の集合体と

　して胚胎しているもので，閃亜錯鉱より早期に晶出した

　と考えられるが，第13図に駒いては石英中に赤鉄鉱が

＼　球穎状ないし環礁状をなして散在しており，最初ゲル状

　態で沈澱したもののようで，前者の板状結晶を示すもの

　よりは低温生成であると考えられる。なお同鉱山大切坑

　、西85mの地点におげる同様な部分では，石英中に塵状

　の赤鉄鉱が分散しており，油浸系で見』ると長さ0．05mm

第12図大泉鉱山365m樋上2坑西42m

　　　　　　　　㊥⑳
　　　　　a

o o，5闘

第13図太良鉱肉365m樋上2坑西42m

程度の板状結晶が多数認められる。

4．各鉱山の操業現況

4．1舟打鉱山
鉱業権者二　日本曹達株式会社

最近の粗鉱生産量＝　次表参照

藍内坑と本坑との出鉱比率は大略3：1で，現在稼行

の中心は藍内坑の通洞地並以下の部分である。

選鉱処理能力：　100tノ日（手選および優先浮選）

従業員数：260名
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2，3の熱水性鉱脈に産する閃亜鉛鉱の性状について　（梅本　悟）

舟打鉱山粗鉱生・産量

昭　和　26年
　　　　27　年

　　　　28　年
　　　　（上期）

鉱量（t） Zn　（％）

16，866

18，959

9，952

5。0

5．5

5．5

Pb　（％）

0．8

1．2

2。2

Cu　（％）

0．3

0．3

　4．2　太畏鉱山

　鉱業権者：　古河鉱業株式会社

　最近の粗鉱生産量：次表参照

　鉱区内には旧坑が多数あうて，鉱脈も20余条知られ

ているが，現在ほとんど放棄され，稼行されているのは

十四号鑓およびその周辺の一部に過ぎない。

状に支脈が発達するが， 大泉は帯状構造を示す石英脈で

ある。

　2）舟打および太良ではいずれも硫化鉱物が粗粒顕晶

質で，母岩との境界も明瞭であるが，大泉ではや』細粒

で，石英中に隠微晶質をなして鉱染する部分もある。

　3）　閉亜錯鉱中の鉄含有量は，多い方から挙げると太

太良鉱山粗鉱生産量

昭　和　26　年

　　　　27年
　　　　28　年
　　　　（上期）

鉱　量　（t）

20，299

26，487

15，965

Zn　（％）

4．6

5．5

5．1

Pb（％）i Cu　（％）

2．0

2．3

2．0

0，5

0．4

0．4

　選鉱系統：　手選→テーブル→重液選鉱→優先浮選

　選鉱処理能力：80t／日（浮選の部分のみ）

　従業員数：200名

　4．3　大泉鉱山

　鉱業権者：　大日本鉱業株式会社

　最近の粗鉱生産量：次表参照

　大床鑓第三鉱体（三百六十五米鑓）の大切坑より上部

（＋20・》＋80mの聞）が現在稼行の中心であり，さらに

上部へ切上つている。

　選鉱処理能力＝　100t／日（手選および優先浮選）・

　従業員数：240名

良，大泉，舟打の順である。

　4）　大多数の閃亜錯鉱には，主として鉄含有量の差に

よると思われる累帯構造が見られ，またしばしば顕微鏡

的な双晶を示す。

　5）閃亜錯鉱中の懸滴状黄銅鉱の賦存頻度は鉄含有量．

の多少とほ璽一致する傾向がある。

　6）大泉には，閃亜錯鉱と密雑する赤鉄鉱，および最

晩期と思われる菱マンガン鉱の細脈を伴なう部分があ

るo

　すなわち，肉眼的および顕微鏡的に見た鉱石の性状に、

ついては，各鉱山ごとにある程度特徴づけられる，点を幾

大泉鉱山粗鉱生産量

昭和26年
　　　27年
　　　28年7
　　　　（上期）

鉱量　（t）

15，117

19，392

11，736

Zn　（％）

5．98

5．47

5．55

Pb　（％）

0、43

0．59

0．57

Cu　（％）

0．48

0．60

0，66

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　つか挙げることができるが，また共通な性質もある。1

　　　　　　　　5・結語　　　　　つの鉱床の中での部分による変化ク）規員隙規出せなか

以上を総括すると次の諸卓に要約費れる。　　　　　　　つた・

1）舟打および太良ではほとんど全く脈石を欠き，網　　　　　　　　　　　（昭和28年7月および9月調査）
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